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本
に
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
色
褪

せ
な
い
心
に
残
る
一
冊
が
あ
る
。
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
多
摩
市
に
図
書
館

は
な
く
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
真
っ

只
中
で
近
く
に
本
屋
も
な
か
っ
た
そ

う
だ
。
そ
こ
で
母
親
た
ち
が
立
ち
上

が
り
、
子
ど
も
に
よ
り
良
い
読
書
環

境
を
と
、
家
か
ら
絵
本
を
持
ち
寄
っ

て
「
文
庫
」
を
開
い
た
。
初
め
て
の

「
な
か
よ
し
文
庫
」
誕
生
は
、
多
摩

市
制
翌
年
の
１
９
７
２
年
、
多
摩
市

立
図
書
館
が
開
館
し
た
の
は
、
さ
ら

に
そ
の
翌
年
だ
。 

「
各
地
域
に
生
ま
れ
た
文
庫
同

士
、
横
の
つ
な
が
り
を
！
」
と
の
伊

藤
峻
初
代
図
書
館
長
の
助
言
を
受

け
、「
な
か
よ
し
文
庫
」
が
文
庫
連

結
成
を
呼
び
掛
け
た
。
活
動
は
お
は

な
し
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
憲
法
や
図

書
館
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
い
う
も
の
。

図
書
館
と
対
等
な
関
係
を
模
索
し

た
と
い
う
。
さ
ら
に
地
域
図
書
館
第

１
号
と
な
る
諏
訪
図
書
館
や
小
中

学
校
全
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
学

校
図
書
館
司
書
も
、
な
か
よ
し
文
庫

や
文
庫
連
の
要
望
や
陳
情
に
よ
っ
て

実
現
し
た
。
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て

閉
じ
た
文
庫
も
あ
る
が
、
結
成
し
て

40
年
経
つ
現
在
は
９
団
体
と
16
名

の
個
人
会
員
が
所
属
し
て
い
る
。 

今
年
33
回
目
と
な
る
予
定
だ
っ

た
「
文
庫
展 

子
ど
も
と
本
の
広
場

〈
本
の
世
界
で
遊
ぼ
う
〉」
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
中

止
を
決
断
し
た
。
第
１
回
は
図
書
館

開
館
15
周
年
の
年
。
例
年
、
絵
本
作

家
の
原
画
展
と
講
演
会
や
平
和
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
の
展
示
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
着
々
と
準
備
を
進
め

て
き
た
だ
け
に
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。 

写
真
の
お
二
人
は
「
コ
ア
ラ
文
庫
」

の
仲
間
。
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
印
象
的

な
大
阪
出
身
の
寄
神
さ
ん
は
、「
本

を
読
む
と
目
が
悪
く
な
る
」
と
父
に

言
わ
れ
、
小
中
学
生
時
代
は
読
書
を

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
語
り
口

の
熱
い
千
葉
出
身
の
青
木
さ
ん
も

本
格
的
な
読
書
は
大
人
に
な
っ
て
か

ら
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
体
を
動

か
す
の
が
好
き
な
少
女
だ
っ
た
と
笑

う
。
し
か
し
、
自
分
の
子
が
生
ま
れ

て
読
み
聞
か
せ
を
す
る
う
ち
に
絵
本

の
魅
力
に
ハ
マ
っ
た
。
時
に
、
登
場

人
物
の
人
生
が
味
わ
え
る
本
の
世

界
。
文
庫
の
仲
間
の
存
在
も
心
強
く
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、

心
に
残
る
一
冊
の
本
と
出
会
え
る
よ

う
願
い
を
込
め
る
。
そ
ん
な
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
お
勧
め
の
一
冊
を
次
号
か

ら
紹
介
し
て
頂
く
。乞
う
ご
期
待
！！

多摩市文庫連絡協議会  寄
より

神
がみ

 光代さん  青木 洋子さん 
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２ 

文章やイラストを描くのが好き、パソコンが得意などなど、自分たちの手で楽しい紙面を作ってみませんか？ 

興味をお持ちの方は、ぜひ公民館までご連絡ください。 

諏訪・永山／初期入居④ 
 

公益財団法人多摩市文化振興財団 学芸員 

橋場万里子（はしば まりこ） 

 

最終回となる今回はいよいよ初期入居そのものの

ことを取り上げてみましょう。 

初期入居は昭和４６年３月２６日から始まりました。

この写真は、入居当日、現在の永山商店街の高層棟側

あたりを、引っ越し荷物を抱えながら闊歩する人たち

です。後ろに写る高層棟はまだ工事中です。 

 

 

  
このように、周囲はあちこちまだ工事中で、むき出

しの赤土が見えるなかで、最初の引っ越しがおこなわ

れたのでした。 

 

 

 

 

 

 

さて、ここに入居した人たちはどのような人達だっ

たのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は、昭和４６年６月の諏訪商店街付近のようす

です。写真に写っている「地産ストアー」というスーパ

ーの軒下には若い子供連れのお母さんたち、写真手

前にはベビーカーが写っています。 

このように、当時の入居者は新婚の夫婦や、生まれ

たばかりの子どもがいる若い夫婦たちが中心でした。

彼らは都心やその周辺の２K や２DK のすまいに住ん

でいましたが、家族が増えたことなどを契機に、より

広い家が必要になり、応募した人たちでした。 

当時は住宅不足だったため、応募倍率は高く、なか

には他の地区も含めて３０回も落選して、ようやく多

摩ニュータウンに当選したという人もいました。また、

落選回数によって当選率が変わるので、落選葉書を

大切に持ち続けた人もいました。 

入居者の中には、戦時下で疎開を経験し、疎開や仮

住まいを繰り返したあとで、ようやく手に入った初め

ての本当のマイホームだった、と語る人もいます。 

入居初日の永山商店街 
昭和46年（1971）3月26日／UR都市機構寄贈資料・
公益財団法人多摩市文化振興財団所蔵 

 

入居初日の永山商店街 
昭和46年（1971）3月26日／UR都市機構寄贈資料・

公益財団法人多摩市文化振興財団所蔵 

 

入居初期の諏訪商店街 

昭和46年（1971）6月28日／UR都市機構寄贈資料・
公益財団法人多摩市文化振興財団所蔵 

入居初期の諏訪商店街 
昭和46年（1971）6月28日／UR都市機構寄贈資料・

公益財団法人多摩市文化振興財団所蔵 



３ 

文章やイラストを描くのが好き、パソコンが得意などなど、自分たちの手で楽しい紙面を作ってみませんか？ 

興味をお持ちの方は、ぜひ公民館までご連絡ください。 

ニュータウンは新しい生活様式を始めるきっかけに

もなりました。団地の内部は洋風の住宅設計がされて

おり、特にトイレは当初から洋式が導入されていまし

た。一方で学校のトイレは和式だったため、自宅では

洋式を使い、学校で始めて和式を知るという子どもも

いたそうです。 

  

■未整備のなかで 

周囲が整備されていく中で始まった暮らしだったた

め、特に初期入居の方たちは、いろいろな部分で苦闘

しました。交通面では、まだ永山駅が開通しておらず、

駅に出るには聖蹟桜ヶ丘駅までバスで出なくてはなり

ませんでした。しかし、道は車で渋滞し、市役所あたり

から降りて、聖蹟桜ヶ丘駅まで歩く行列ができたほど

でした。こうしたことから「陸の孤島」と報道されたこ

ともあります。 

また、団地は外側からはどの部屋も同じように見え

ることから、帰る家を間違えないように、ドアや窓に印

をつける工夫をした家もありました。 

子どもたちのための施設もまだ間に合っていない

ものもあり、学童保育もそのひとつでした。保護者達

は学校や市役所の協力を得ながら、南永山小学校の

一角にプレハブを作り、お金を出し合って保育士にお

金を払い、自主的に運営を始めたそうです。そんなな

か、新聞配達店の人達が家財道具の搬入などに協力

してくれたそうです。また、当時は電話が１家に１台入

っていたわけではなかったので、新聞配達店に電話が

入り、呼び出してもらう、ということもおこなわれてい

ました。こうした例にも見られるように、当時は新しい

街をつくろうという気運にあふれ、みんなが協力をし

あっていたそうです。 

また、入居当初は、学校図書室もなく、近くに図書

館もありませんでした。そこで、永山団地の保護者達

が家にある本を持ち寄り、「なかよし文庫」という地域

文庫を作りました。 

このように、入居者たちが周囲の協力を得ながらも、

自らの手で生活に必要なものを作り出していく、とい

う気概が、初期入居者たちの間では強くありました。 

一般的に「入居」というと、既にできあがった建物の

なかに入るという、受け身のイメージを持ちそうにな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りますが、多摩ニュータウンの初期入居はそうではな

く、未完成の街に入り、そこから能動的に一緒に街を

作っていったという印象を受けます。 

多摩ニュータウンを計画して作ったのは東京都・住

宅公団・東京都住宅供給公社の三者です。しかし、その

経緯を見ていくと、単に作り、作られたという関係だ

けでは語り切れず、多摩市などの現場の役所の人々も、

元から住んでいた人々も、新たな入居者も、それぞれ

が奮闘し、ある時は声を上げ、ある時は提案し、交渉し、

自分なりの工夫をするなどして、さまざまな形で街づ

くりに関与してきたことがわかります。その集積が、現

在の街の姿に反映されているように思われるのです。 

多摩ニュータウンを歩くと、街で見かける様々なも

のが、実は意味を持って意図的に建てられたり、配置

されたりしていることに気が付きます。それは都市計

画や設計者の意図である場合もありますが、住民たち

の土地への想いやニーズが反映された結果であるこ

ともあります。 

初期入居から５０年を迎えようとする今、すでに最

初期に建てられた諏訪２丁目住宅は建て替えられ、街

は徐々に変化の時を迎えつつあります。この節目の年

に、多摩ニュータウンの初期入居のことや、それ以前・

以後のことなど、地域の歴史を振り返ることは、これ

からのことを考え、適切な判断をしていくためにも大

変重要なことです。 

このたびは４回にわたり、貴重な連載の機会をいた

だき本当にありがとうございました。当館は、３月に

は、永山周辺で当時を振り返る催しを計画しています。

是非この機会にご覧いただければ幸いです。 

  

なかよし文庫 1周年記念号 
昭和 48年（1973） 

なかよし文庫 

■予告 多摩ニュータウン初期入居５０周年記念展示 
「諏訪・永山のあゆみ～初期入居からの道のり～」 

主催：多摩市 主管：パルテノン多摩共同事業体 

【展示①】グリナード永山２階つばさ広場     ３月７日（日）～２９日（月）１０時～２０時（無料） 

【展示②】ベルブ永山（永山公民館）ギャラリー  ３月２４日（水）～２９日（月）10時～17時（※最終日は１５

時終了・無料） 

※諏訪・永山商店街でも展示を開催予定。 

【移動型演劇】「ニュータウンと、あるく。」３月２７日（土）・２８日（日） １１時・１３時３０分・１６時（申込制・有

料・詳細はパルテノン多摩HP 「https://www.parthenon.or.jp」へ） 

 

https://www.parthenon.or.jp/index.html
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ホームページでもさまざまな講座情報を発信しています！チェックしてみてください！ 

→http://www.city.tama.lg.jp/0000003305 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

        髙橋 幹基 さん  
(都立多摩桜の丘学園教諭) 
      (2020/4・5月号) 

①勤務校の生徒の保護者の皆様から「先
生、見ましたよ！」と声をかけられるこ
とがありました。また家族にも日ごろの
業務の一端を知ってもらえることがで
きて、「あなたも社会に役立っているん
だね。」と良い評価をいただけました。 

家庭内では「ワンオペ育児」の代名詞的存在なので…。 
②記事で紹介していただいた通り、小学 2 年生から大学卒
業まで、アイスホッケーしかまともに取り組んでこなかった
人生でした。女子ハンドボール、女子バレーボール、サーフ
ィンの部活動はどれも初めての挑戦でした。その度に「また
勉強しなきゃ」と他校の指導者に指導方法を学びに足を運
んだりしたのを覚えています。そのおかげで、初めてのこと
に対する気持ちが変われるようになったのも事実です。これ
からも新しいことにどんどん取り組んでいきたいです。 
③住んでいる人、働いている人、通学している人など、多摩
市にはたくさんの素敵な人たちが関わっています。そんな人
的資源や環境資源が豊富にあることを伝え、人と人とを結び
つけることができる素敵な公民館通信、必読です！  

山川 勇一朗 さん（たまエンパワー株式会社代表取締役社長）（2020/12・2021/1月号） 
 

①近所の方や子どもの友達の親から「見たよ～！」という話を頂きました。たくさんの方の目に触
れ、私たちの取り組みを知っていただける貴重な機会を頂き感謝しています。震災後 10年が経とう
としている中、原発事故の記憶も次第に風化してきているように感じます。記事をきっかけに一人
一人が平和な社会づくりに向けて、再生可能エネルギーに関心を持ってもらえたら嬉しいです。 
②「SAGAMICO BERRY GARDEN」は、50種類のベリーが楽しめる体験型農園として、2022年春のオー
プンに向けて準備を進めています。オープンに先立ってプレ会員を募集し、会員向けにジャムづく
りや養蜂、太陽光パネル設置、農園コンサートなど様々な体験プログラムやイベントを実施してい
く予定です。4月から第 2期募集を行いますので、ぜひ会員になっていただけると嬉しいです！ 

③掲載を機に、他の掲載者の方の記事も拝見し、地域で活躍されている様々な方のライフストーリーに触れることがで
きました。「たのしいまち」は地域で活躍する人の顔が見える身近なメディアとして、様々な活動の触媒になることを期
待しています。 

           橋場 万里子 さん 
  （パルテノン多摩学芸員） 

（2020/8・9月号） 
①写真が出るのは少し恥ずかしかった
ですが、長時間にわたり話したことを大
変上手におまとめいただき、感謝してお
ります。何人かの方から「見ましたよ」
とお声がけをいただき、当館の PRにも
なったのかなと思います。貴重な機会を 

いただき、どうもありがとうございました。 
②市民学芸員養成講座も終わり、新しい博物館構想を現実
化するための一歩を踏み出すことになりました。今年は、個
性豊かな市民学芸員の方たちと一緒に地域のいろいろな魅
力を発見し、つながりを構築し、「地域まるごと博物館」構
想を実現していく場を作り上げていきます。あらゆる方が
それぞれのやり方で主人公になれる博物館にしていきたい
と思いますので、是非引き続きよろしくお願いいたします。 
③地域に根差した意欲的な活動の拠点となっている印象を
受けました。編集にはいろいろご苦労があると思いますが、
読み応えのある読み物となっていると思います。長年にわ
たって続けていくことは大変貴重なことと思いますので、
これからも頑張ってください。 

   大石 武朗 さん 
（樹木医 元日本住宅公団 

（現ＵＲ都市機構）職員）          
（2020/10・11月号） 

①感想といわれても特にありません。
強いて言えば、私のつたない話を聴い
て頂いた方に感謝致します。 
②多摩ニュータウンの計画、建設の 

経緯などの話についてのオファーが度々有ります。それに
はなるべくお受けしたいと思っております。関連する資
料、写真等が沢山あります。ニュータウン建設が始まって
から既に５０年以上経ちますので若い人にも知っていただ
きたいと思います。 
③『たのしいまち』が発行されていることは今まで知りま
せんでした。私の周りの人も知りませんでした。市民の手
の届く身近な所に置いていただけると幸いと思います。 

① 表紙に出られた感想や反響を 
② 記事への補足、新しい取組や今後の構想など 
③ 公民館や、『たのしいまち』について一言 

☆質問項目 この一年もいろんな出会いがありました。「たのしいまち」の顔と
して、「ひと♡ネットワーク」に登場してくださった方たちに登場
秘話・その後のご様子を教えていただきました。 

照井 明子 さん 
（えんぴつくん・漢字くん） 

（2020/2・3月号） 
①皆さんから声をかけていただいた
り、知人の方からはメールをいただ
いたりと反響の大きさを感じている
ところです。先日遠方の知人からも
「公民館だより」見ましたよ！と、
ちょっと興奮気味でお電話をいただ 

きました。10年ほどお目にかかっていないのですが、久し
ぶりに長話してしまいました。 
②休館中は、お習字のお手本を皆さんの所へ郵送で届け、
自宅で書いていただいたものを、ネットで添削したりして
いました。現在は広い会場をとったり、密にならない様に
充分気を付けながら使用させていただいています。 
③午後の時間枠を、小・中学生が使いやすい２時間帯分け
の枠が欲しいです。とても楽しく上手に話を聞きだし、原
稿にしていただき満足でした。今後も期待いたします。 
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人が好き、文章やイラストを描くのが好き、パソコンが得意などなど、自分たちの手で楽しい紙面を作りませんか？  
興味をお持ちの方は公民館にご連絡ください。 編集会議は、月１回程度です。 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あろうかという、

超巨大マンホール

が！誰が？何の

目的で⁈ 何に使

われるマンホール

なのだ⁈誰か知っ

てたら教えて〜。  
3.某大型古本 

屋から鎌倉街道 

を渡ると、貝取第 

五公園がある。 

森の中の迷路み 

たいな奥に、い 

きなり青とピン 

クの日時計が！ 

UFOでも降り立ったかのように、ちょこんと鎮座

している。これはかわいい。この公園で遊ぶ時は、

時計持って来なくていいよ、子どもたち♪ 

なぜ公園の中にこんなものが？？ 前回の遊具

シリーズに続いて、今回は遊具以外のものもかな

り面白いので紹介します。 
 
【わあ、なにこれ！？ パート 2】 
 
1. 多摩の武道館近くの剣橋から遊歩道に沿っ

て歩いて行くと、

馬引沢南公園に

着く。わあ、公園

の中に、なんと

土俵が！石垣で

丸く囲ってある。

これ実際にここ

で相撲の取り組 

みが行われたのかなあ⁇ 

 

2. 関戸橋の南に位置する、関戸三丁目公園。

足を踏み入れてみて、ギョッとした。２メートルは   

楽ちゃんの歩き倒すぞ！ 

With チャリンコ＆ウォーク「多摩の公園」探検隊 Vol.6 

残念ながら第１講は中止となりましたが、第２講

から 7 講までの 6 講座が 12 月 4 日に終了しま

した。6 講座の内 全６講座を受講したのが 5 名、 

5 講座受講が 6 人です。参加者のお声をお届けし

ます。 
 

【全講座を通してのアンケートより】 

・コロナの中で、家で一人で仕事をしているので、

外に出る良いきっかけになりました。 

・脳の活性化もあり、通える限り参加したいと思い

ます。 

・市内大学より講師の方々、身近に感じながら、

今、社会問題になっているテーマを選んでくださ

り、毎回楽しみに参加しております。 

・先生方のお話を聞いていると生きているという

実感があります。今後も続けて下さい。 

・コロナ禍の中、開催いただきありがとうございま

した。また、本当にご苦労様でした。 

・興味がある内容があって嬉しかったです。対面で

の温かさも感じました。ありがとうございました。 

①

「老年学からみた健康長寿の秘訣」
　　　      　　　　　　　　　（台風接近により中止）
　　      鈴木　隆雄　氏　　桜美林大学委大学院教授

②

「コロナ危機
～パンデミックから新たなグローバル社会を
                                      構想する～」
　　　　 上村　英明　氏　　恵泉女学園大学教授

③

「感染症とはなにか
           ～歴史と現在、新型コロナ肺炎～」
　　　　 千葉　　諭　氏　　東京医療学院大学教授

④
「宇宙と私たち」
　　     下井倉　ともみ　氏　　大妻女子大学准教授

⑤

「コロナウィルス禍における
スポーツのありかた～オリンピックの意義～」
　　　　 足立　夢実　氏　　国士舘大学　講師

⑥

「大人になって気づく発達障害
       ～「障害」と「個性」の狭間を生きる～」
　　　　 小川　浩　氏　　大妻女子大学　教授

⑦

「人々はどのようにつながっているのか？
       ～地域社会とソーシャルキャピタル～」
　　　　 野坂　美穂　氏　　多摩大学准教授



 

６ 

 
「たのしいまち」うた みなさまもチャレンジしてみてくださいね。楽しい作品、お待ちしております。 

                         

 

荻久保公園 

並木公園 

落合第 1公園 

       

☆
☆ 

編
集
後
記 

☆
☆ 

☆
昔YouTube

で
見
か
け
た
４
歳
の
こ
う
き
君
。
驚
く
べ
き
歌
唱

力
、
色
っ
ぽ
さ
。
こ
の
子
絶
対
世
に
出
る
わ
と
確
信
。
先
日
カ
ラ

オ
ケ
バ
ト
ル
で
準
優
勝
。
あ
、
あ
の
子
だ
！
10
歳
に
な
っ
て
る
。

６
年
前
母
が
病
死
？
親
戚
に
愛
情
一
杯
育
て
ら
れ
、
ま
す
ま
す
心

揺
さ
ぶ
る
歌
声
に
。
あ
あ
、
涙
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

楽) 

☆
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ま
ー
く
ん
が
楽
天
に
帰
っ
て
き
た
！！ 

３
・
11

東
日
本
大
震
災
。
嶋
基
宏
選
手
の
「
見
せ
ま
し
ょ
う
、
野
球
の
底

力
を
」
と
い
う
言
葉
。
そ
し
て
２
年
後
、
田
中
将
大
投
手
の
24
勝

０
敗
１
Ｓ
と
い
う
驚
異
的
な
成
績
。
優
勝
の
感
動
が
甦
る
。(

月) 

☆
フ
ィ
ッ
ト
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
前
で
ゲ
ー

ム
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
毎
日
い
い
汗
か
い
て
発
散
！ 

 
 
(

す) 

☆
古
本
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
初
挑
戦
。
正
座
を
し
な
が
ら

ド
キ
ド
キ
の
開
封
。
届
い
た
本
の
状
態
の
良
さ
に
感
動
。
自
粛
中

も
普
段
と
変
わ
り
な
い
お
財
布
の
状
況
。
原
因
は
こ
こ
に
。(

ひ)
 

□たましのみなさん 

□のんびりくらす 

□しゅみに 

□いきがい 

□まちどおしいな 

□ちゅうおうとしょかん 

 


